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5 月のこ んなこ とあんなこ と

齢
者
の
孤
独
死
や
消
費
者
被
害
な
ど
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
村
と
商
工
会
が
一
体

と
な
っ
た
見
守
り
活
動
の
態
勢
強
化
を
目
的

に
協
定
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
地
域
に
密
着
す
る

商
工
会
員
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
異

変
を
感
じ
た
と
き
、
役
場
へ
の
連
絡
や
緊
急
性

が
高
い
場
合
は
、
警
察
や
消
防
へ
通
報
す
る
な

ど
の
態
勢
づ
く
り
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

（
５
月
１
日
）

高

と
魚
と
人
を
呼
ぶ
森
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
、
み
さ
き
台
公
園
に
て
植
樹
祭
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

植
え
ら
れ
た
の
は
、
北
海
道
さ
く
ら
の
会

か
ら
補
助
を
受
け
購
入
し
た
カ
シ
ワ
ナ
ラ
の

苗
木　

本
で
、
集
ま
っ
た
村
内
外
の
林
業
従

５０

事
者
な
ど　

名
が
、
上
手
な
植
え
方
の
手
ほ

２２

ど
き
を
受
け
大
切
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
月　

日
）

２９

緑

立　

周
年
を
迎
え
た
北
留
萌
消
防
組
合

４０
の
初
山
別
村
消
防
団
が
、
春
季
消
防
演

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
礼
式
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ

れ
、
続
い
て
の
分
列
行
進
で
は
、
村
の
安
全

を
守
る
に
相
応
し
い
威
風
堂
々
と
し
た
も
の

で
し
た
。

　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、
役
場
ボ
イ
ラ
ー

室
が
火
元
と
想
定
さ
れ
模
擬
消
火
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
（
５
月　

日
）

１１

創

吋

◆
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
な
ど
で
…
…
…
◆

◆
…
様
子
が
変
だ
な
と
感
じ
た
と
き
は
…
…
◆

◆
…
役
場
健
康
福
祉
係　
　

倆

２
２
１
１
…
◆

６７

高
齢
者
の
た
め
の
地
域
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

《
村
・
商
工
会
〜
協
定
書
調
印
式
》

村
消
防
団
《
春
季
消
防
演
習
》

緑
と
魚
と
人
を
呼
ぶ

森
づ
く
り
植
樹
祭

��������	��������	

��������������������������

��������������������
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
協
会
結
成
記
念
大
会

が
開
催
さ
れ
、
２
つ
の
リ
ー
グ
に
計
９
チ
ー
ム
が

参
戦
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

☆
大
会
結
果
（
５
月　

〜　

日
）

２７

２９

Ａ
リ
ー
グ　

優
勝　

フ
ァ
ミ
リ
ー

Ｂ
リ
ー
グ　

優
勝　

ミ
ラ
ク
ル
豊
岬

村

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　

で
し
た
。
（
５
月　

日
）

１５

今

夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
、
初
山
別
市

街
地
の
国
道
花
壇
へ
の
植
栽
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
春
の
訪
れ
が
遅
く
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
各
町
内
会
・
地
域
住
民
の
ご
協
力
に
よ
り

２
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
が
、
一
市
街
地

に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
内
の
各
公
共
施
設
・
事
業
所
に
も
、

高
齢
者
事
業
団
・
有
明
睦
会
や
豊
岬
福
寿
会
等
の

ご
協
力
に
よ
り
、
約
１
２
０
０
本
の
花
苗
が
植
栽

さ
れ
る
予
定
で
す
。
（
５
月　

日
）

２５

初

● ５月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

高齢者等の地域見守り活動の
　実施に関する協定調印式

１昌

村）国保運営協議会１０晶

村）消防団春季消防演習１１松

村）議会全員協議会１４昇

村）議会臨時会
ほしっこくらぶ

１５昌

村）社会教育委員・
　　スポーツ推進委員合同会議

２１昇

ＮＴＴフレッツ光要望書提出
入札
狂犬病予防注射

２３昭

狂犬病予防注射２４晶

花いっぱい運動（国道花壇植栽）２５松

第２２回しょさんべつ桜まつり２６掌

バレーボール協会結成記念大会～２９日２７捷

緑と魚と人を呼ぶ森づくり植樹祭２９昌

右

花
い
っ
ぱ
い
運
動

《
国
道
花
壇
の
植
栽
》

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
５
月
号
」

次
回
、
６
月　

日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

２６

ぶ
」
は
、

　

☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　

☆
よ
み
き
か
せ　

の
予
定
で
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

《
協
会
結
成
記
念
大
会
》



【一般会計・歳入】　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

収　入　済　額
予 算 額

１０～３月４～９月合　計
５８８，７３５１，１７９，２３７１，７６７，９７２１，７６７，９７２地方交付税①
４８，１６５７，８６１５６，０２６２４０，８７２道支出金②
４５，０５３６７，７５１１１２，８０４１１３，５５７村税③
６２，５６６２１，８４５８４，４１１１０９，２６０諸収入④

０００１０３，８００村債⑤
４２，９５３２０，８８３６３，８３６８１，２３３国庫支出金⑥
２０，１８３２０，９９６４１，１７９４３，８７５使用料及び手数料⑦
２８，０４６１２，２８１４０，３２７４０，３２７地方譲与税⑧
３５，２９３５５，９８５９１，２７８９１，５８４その他⑨

０３７，３８９３７，３８９３７，３８９繰越金
１７，７９９０１７，７９９１７，８０１繰入金
５，８７２７，３７１１３，２４３１３，２４３地方消費税交付金
４，５４９７，０６２１１，６１１１２，０４７財産収入
５，４２１３，１９０８，６１１８，６１１自動車取得税交付金
１，０４３４２０１，４６３１，４６４寄附金

２７９３１７５９６５２０交通安全対策特別交付金
１８３１５４３３７３３７利子割交付金
１０８３５１４３９２配当割交付金

０４７４７４８地方特例交付金
３９０３９３２株式等譲渡所得割交付金

８７０，９９４１，３８６，８３９２，２５７，８３３２，５９２，４８０歳入合計

【一般会計・歳出】　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支　出　済　額
予 算 額

１０～３月４～９月合　計

５３８，１８２１７３，９２３７１２，１０５８４１，８５８諸支出金①

１１７，０３８２４８，５３１３６５，５６９３７０，２５７衛生費②

１４７，５８２６４，６６７２１２，２４９２９５，０４０公債費③

５５，３５８１３，２１９６８，５７７２２９，７９２農林水産費④

１０１，７５０９５，３３５１９７，０８５２０１，２０７民生費⑤

１０８，８７８２４，４４０１３３，３１８１７０，４１４土木費⑥

７２，２４８５７，９３５１３０，１８３１４９，７６６総務費⑦

５９，８９９４１，０７０１００，９６９１１１，４９５教育費⑧

４４，０８４４４，８７１８８，９５５８９，２０６消防費⑨

１６，２９７６１，５６２７７，８５９８３，９６４商工費⑩

１９，２０７２６，７０７４５，９１４４９，４８１その他⑪

１５，８８２２０，９０７３６，７８９３７，００１議会費

３，３２５５，８００９，１２５９，５７３労働費

０００２，９０６予備費

０００１災害復旧費

１，２８０，５２３８５２，２６０２，１３２，７８３２，５９２，４８０歳出合計

宇

村 の 財 政 事 情
　村条例に基づき、初山別村各会計に係る平成２４年度の１０月から３月まで（４月１日から９月末日まで
については、平成２４年１２月に公表済）の財政運営について公表するものです。
　平成２４年度の一般会計予算額は ２，５９２，４８０千円で、３月末現在における収入済額は、２，２５７，８３３千円で
予算に対する収入割合は ８７．０９％となっております。
　収入未済額の主なものは、村債 １０３，８００千円、道支出金 ３０，９０５千円であり、村債については、出納閉
鎖期の５月末日までに収入される見込みであります。
　また、国の補正予算(第１号)に伴う初山別７条線歩道整備事業、村営住宅長寿命化事業改修事業の国
庫支出金や強い農業づくり事業の道支出金は繰越明許費の財源となっていることから、 １６５，９３５千円は
翌年度収入となる見込みです。
　なお、平成２４年度における諸事業は、前述の繰越明許費 １７０，８８３千円及び事故繰越し ７，６５０千円をのぞ
いて、概ね計画どおり完了いたしました。

　村の財政運営については、一般会計及び特別会計とも健全化に努めており、今後においても、さらな
る健全財政を目標とするところであります。



烏

平成２４年度　一般会計主要事業一覧表
（単位：千円・％）

事　　　業　　　内　　　容進捗率予算額事　　業　　名

（Ｈ２３繰越事業）乾燥機１０ｔ×１０基、

貯蔵タンク３０ｔ×２基、サイロ５００ｔ×６基
１００．０４７，２３３

小麦乾燥調製貯蔵施設

整備事業

（Ｈ２３繰越事業）１００．０３７，８２８
初山別小学校グラウンド

整備事業

調査設計業務、監理業務、基地局１箇所

中継局５箇所アンテナ取付等、Ｗｉ－Ｆｉフリー

スポット整備

１００．０２０，９０６Ｗｉ－Ｆｉ整備事業

実務設計業務、延長 L側　Ｌ＝１０６．４ｍ

R側　Ｌ＝１７１．３ｍ
１００．０１６，９６８初山別通学線歩道整備事業

既設車庫解体(２棟)、車庫新設（車７台）１００．０１４，１９６公用車車庫建替事業

改良　Ｌ＝４１３．３ｍ　Ｗ＝５．０ｍ１００．０１２，７５８幹線林道栄線改良事業

＊繰越明許費０．０１１，８５０
村営住宅長寿命化事業

改修事業

屋根防水工　１６６㎡　複層硝子取替　５３箇所

アルミ断熱パネル取替　２４箇所
１００．０１０，５４２天文台改修事業

＊繰越明許費０．０９，０３３初山別７条線歩道整備事業

車庫新築　１棟４戸　木造平屋建　７７．１２㎡１００．０７，０７７村有車庫建設事業

屋根葺替、外壁塗装２棟１００．０６，９２０
村営住宅等長寿命化事業

改修事業

長尺カラー鉄板葺き面積　６９１㎡１００．０３，５４９豊岬館屋根葺替事業

玄関風除設置　２１号・２６号・２７号１００．０１，９９５村有住宅風除設置事業

用水整備１００．０１，４０８
道営ため池等整備事業

（南明里地区）補助金事業

排気設備改修、ウッドデッキ改修１００．０１，４０７観光物産館施設改修事業

用水整備１００．０１，２６７
道営ため池等整備事業

（南明里地区）負担金事業

１戸３基、ハーフ２基１００．０５８７
クリーンステーション

購入事業

Ｈ１４　堆肥舎(屋根)１棟、堆肥舎３棟

Ｈ１５　スラリーストアー１棟
１００．０４９２畜産環境整備リース事業

２７林１０班　作業路５２０ｍ１００．０１００造林作業路事業補助事業



羽

特 別 会 計 の 状 況

【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

収　入　済　額
予算額

１０～３月４～９月合　計

４７，３８５９４，８５４１４２，２３９３５２，７２１①簡易水道事業

１２５，９２０１４４，６８８２７０，６０８２９６，０１３②国民健康保険

６９，８７５６７，１６３１３７，０３８１３７，６４８③農業集落排水事業

５７，４２９６２，３３３１１９，７６２１２７，２３０④介護保険

１３，２６２６，４７５１９，７３７１９，９９４⑤後期高齢者医療保険

３１３，８７１３７５，５１３６８９，３８４９３３，６０６歳入合計

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支　出　済　額
予算額

１０～３月４～９月合　計

１５９，３９２７６，３５６２３５，７４８３５２，７２１①簡易水道事業

１３３，６３１１２６，１２８２５９，７５９２９６，０１３②国民健康保険

６８，５００６０，９２１１２９，４２１１３７，６４８③農業集落排水事業

６０，７８４４７，４４２１０８，２２６１２７，２３０④介護保険

１３，２６５５，２５６１８，５２１１９，９９４⑤後期高齢者医療保険

４３５，５７２３１６，１０３７５１，６７５９３３，６０６歳出合計

「初山別村ふるさと応援寄附金」と「初山別村ふるさと応援基金」の状況をお知らせします。

＊寄附採納日順に掲載しています。

＊寄附申込の際に「公表に同意できない」旨指定

いただいた情報は「非公表」と記載しています。

煙平成２４年度にご寄附をいただいた方は９名の皆様です。

お住まいお　名　前番号

札幌市手稲区Ｔ・Ｏ　　　　様１

非公表鎌 田　裕 子　様２

非公表折舘　るみ子　様３

下川町遠 藤　一 昌　様４

千葉県船橋市伊 藤　陽 子　様５

神奈川県湯河原町小原　貴美子　様６

余市町城 野　辰 雄　様７

天塩町佐 藤　　 稔　様８

東京都町田市岡村　美知子　様９

平成２４年度
寄附金の状況

煙平成２４年度に寄せられた「初山別村ふるさと応援寄附金」の総額は、
　３８３，０００円となりました。
　事業別の寄附の内訳は次のとおりです。

累 計 金 額件数寄附金額事　　　業　　　名番号

３５０，０００円食のブランド化等特産品開発に関する事業１

３９５，０００円３１８，０００円星のむらづくり推進に関する事業２

３８５，０００円６345，０００円健康・福祉の充実に関する事業３

２２０，０００円３２０，０００円森林・水資源等環境保全に関する事業４

１８２，０００円ふるさとの文化伝承に関する事業５

１，５３２，０００円１２３８３，０００円計

平成２４年度基金の状況

●平成２４年度末の「初山別村ふるさと応援基金」の保有
額は、１，５３２，０００円で、ふるさと応援寄附金を全額積
立しています。

　今後、基金の保有状況、それぞれの対象事業の動向
を見極め、事業費の一部に充てさせていただきます。

ご寄附の意向に沿い、個性豊かで活力ある

むらづくりのため、大切に使わせていただきます。
皆様のご支援に心からお礼申し上げます。
ありがとうございました。　　　　　　　

初山別村ふる さ と応援寄附



迂

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
と
は
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
増
加
に
よ
り
多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

中
山
間
地
域
等
に
お
い
て
、
担
い
手
の
育
成
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
生
産
を
維
持
し
農
地
の
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

平
地
地
域
と
の
生
産
条
件
の
格
差
を
直
接
支
払
う
制
度
で
あ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
の
予
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

２２

１
坩
集
落
協
定
の
概
要

　

上
記
の
表
の
と
お
り
協
定
を
結
び
事
業
実
施
を
し
ま

し
た
。

２
坩
集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要

　

本
村
に
お
い
て
も
農
業
者
の
高
齢
化
と
農
業
後
継
者

不
足
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
後
継
者

対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
、
各
種
の
取
組
を
実
施
し
ま

し
た
。

①
作
業
効
率
化
の
た
め
の
共
同
作
業
の
推
進

　

機
械
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
と
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力

不
足
を
補
う
た
め
作
業
の
共
同
化
と
作
業
機
械
を
導
入

し
、
効
率
的
な
経
営
を
図
り
ま
す
。

②
農
業
生
産
向
上
た
め
の
強
化

　

連
作
等
に
よ
る
地
力
不
足
の
た
め
反
収
の
減
少
が
農

業
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
地
力

向
上
の
た
め
輪
作
体
系
を
徹
底
を
す
る
と
と
も
に
た
い

肥
の
導
入
を
実
施
し
反
収
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
新
規
就
農
者
の
支
援

　

農
業
者
の
子
弟
を
含
め
た
研
修
支
援
、
助
成
制
度
に

よ
り
、
就
農
研
修
者
を
１
名
以
上
養
成
し
、
定
住
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
標
と
掲
げ
て
実
施
し
ま
し
た
。

周辺林地の草刈り

　　　　　（共同取組活動）

約８．６㎞、年１回

鳥獣害防止対策

　　　　　（共同取組活動）

・猟友会駆除活動費助成

生産性・収益の向上対策

　　　　　（共同取組活動）

・堆きゅう肥の運搬助成

機械の共同化

　　　　　（共同取組活動）

　新組織「コントラクター萌」の

コンバイン導入への補助

１協定数
北海道苫前郡初山別村
初山別村集落

市町村・協定名

２０９．２ha（９４％）田（米）協定面積
２２２．９ha 　１３．７ha（ ６％）畑（牧草）

７４５万円（５０％）個人配分

交付金額
１，４８７万

円

７４２万円（５０％）共同取組活動

４０万円（ ３％）集落の管理体制に係る報酬

２３１万円（１６％）農業生産活動等

１２０万円（ ８％）農業生産活動等の体制整備

３５１万円（２３％）その他

農業者（４０）、水利組合（４）、農業生産法人（４）
非農業者（６）

協定参加者

【集落協定の概要】

「しょさんべつ農楽校」

初
山
別
村
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度　

平
成　

年
度
の
実
施
状
況

２４

農業生産活動等



　

●
口
腔
ケ
ア
で
介
護
予
防

　

口
の
中
の
こ
ま
め
な
ケ
ア
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
と
、
口

腔
機
能
が
低
下
す
る
だ
け
で
な

く
、
や
が
て
全
身
に
悪
影
響
が

及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

口
腔
機
能
の
低
下
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
思
い
当
た
る
項
目
が

あ
っ
た
方
は
機
能
の
低
下
が
心

配
さ
れ
ま
す
の
で
、
改
善
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

「
口
腔
機
能
低
下
」 

　
　

簡
易
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

◆
半
年
前
に
く
ら
べ
て
、
か
た
い

も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た
。

◆
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
。

◆
口
の
中
の
渇
き
や
汚
れ
、
口

臭
が
気
に
な
る
。

◆
虫
歯
や
歯
周
病
が
あ
る
。

◆
義
歯
（
入
れ
歯
）
の
不
調
に
悩

ん
で
い
る
。

　

口
の
中
が
不
衛
生
、
か
た
い

も
の
を
食
べ
な
い
、
口
臭
を
気

に
し
て
人
と
話
さ
な
い
と
い
っ

た
生
活
を
続
け
て
い
る
と
口
腔

機
能
が
ど
ん
ど
ん
衰
え
「
口
の
寝

た
き
り
」
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
放
置
す
る
と
、

全
身
に
支
障
が
出
て
生
活
の
質

の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
口
腔
ケ
ア
を 

　

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
毎
食
後
、
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ

ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な

ど
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
、

歯
み
が
き
を
す
る
。

②
毎
食
後
、
義
歯
を
口
か
ら
は

ず
し
て
、
専
用
歯
ブ
ラ
シ
で

み
が
く
。

③
舌
に
つ
い
た
汚
れ
も
歯
ブ
ラ

シ
や
舌
清
掃
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

で
清
掃
す
る
。

④
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け

る
。

●
口
腔
機
能
を 

　

ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
。

①
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

か
む
機
能
や
飲
み
込
む
機
能

が
高
ま
り
、
だ
液
が
よ
く
出

る
よ
う
に
な
り
、
口
の
中
が

き
れ
い
に
な
る
。

②
積
極
的
に
話
す
機
会
を
増
や

す
。

話
す
こ
と
は
、
舌
、
く
ち
び
る
、

ほ
お
、
の
ど
な
ど
の
良
い
運

動
に
な
る
。

③
食
べ
る
姿
勢
に
も
気
を
配
る
。

誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
、
上
体
を

起
こ
し
、
あ
ご
を
ひ
く
。

④
歌
や
早
口
言
葉
に
挑
戦
す
る
。

歌
う
こ
と
は
、
話
す
こ
と
以

上
に
口
の
よ
い
運
動
に
な
る
。

　

年
齢
と
と
も
に
、
歯
の
数
や

だ
液
の
減
少
、
飲
み
込
む
機
能

の
低
下
な
ど
は
み
ら
れ
る
も
の

で
す
。
日
頃
か
ら
口
腔
ケ
ア
と

口
腔
機
能
向
上
に
心
が
け
、
い

つ
ま
で
も
元
気
な
体
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

（
担
当
〜
保
健
師　

大
水
）

雨

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



◆
万
が
一
、
海
に
落
ち
た
際
に
大
切

な
命
を
自
分
で
守
る
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト①
ま
ず
は
浮
い
て
い
る
こ
と

救
命
胴
衣
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）

の
常
時
着
用

②
次
に
迅
速
な
救
助
要
請

防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
等
の

連
絡
手
段
の
確
保

③
緊
急
通
報
は
…

　

海
の
事
件
・
事
故
は
、
局
番
な
し

の
１
１
８
番

※
７
月
１
日
〜
８
月　

日
ま
で
の
間
、

３１

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
安
全
推
進
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先　

　

留
萌
海
上
保
安
部

　

緯

）
０
１
６
４
倆

　

倆

９
１
１
８

４２

〜
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
〜

　

私
た
ち
の
学
校
は
、
国
土
交
通
省

の
所
管
す
る
学
校
で
、
優
秀
な
船
舶

航
海
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、

海
と
船
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い

ま
す
。
卒
業
生
に
は
、
海
技
資
格
に

お
け
る
特
典
が
付
与
さ
れ
、
海
運
界

は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産
業
を
中
心

に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

〜
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
日
時
〜

見
学
型
・
平
成　

年
６
月　

日　

２５

１５

（土）

体
験
型
・
平
成　

年
７
月
６
日　

、

２５

（土）

７
月　

日　

、
９
月
７
日　

２７

（土）

（土）

●
選
抜
区
分

Ａ
Ｏ
入
試
、
自
己
推
薦
入
試
（
２
回

実
施
）
、
一
般
入
試
、
共
通
選
抜
入
試

（
多
種
多
様
の
選
抜
方
法
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
）

●
資
料
請
求
お
よ
び
選
抜
区
分
等
に

関
し
て
の
問
合
先

〒
０
２
７
倆

０
０
２
４

岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２
倆

５
倆

　
１０

　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

　

教
務
課

緯

）
０
１
９
３
倆

　

倆

５
３
１
６

６２

　

北
海
道
財
務
局
で
は
、
借
金
返
済

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
、
専
門
の
相
談
員
が

無
料
で
親
身
に
な
っ
て
お
話
を
伺
い
、

あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
預
金
・
融
資
、
保
険
、
資

金
、
投
資
商
品
な
ど
の
金
融
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相

談
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
次
の
日
程
で
「
多
重
債
務
・

金
融
一
般
無
料
出
張
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

　

６
月　

日　
　

時　

分
〜　

時

１９

（水）
１５

３０

１７

　

６
月　

日　

９
時
〜　

時

２０

（木）

１７

（
相
談
受
付
は
両
日
と
も　

時
ま
で
）

１６

▼
会　

場

　

旭
川
地
方
合
同
庁
舎
西
館
１
階

　
　

第
２
共
用
会
議
室

（
住
所
：
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５

５
番　

）
３１

▼
問
合
先

北
海
道
財
務
局　

相
談
員
直
通

０
１
１
倆

８
０
７
倆

５
１
４
４
又
は

０
１
１
倆

８
０
７
倆

５
１
４
５

▼
主　

催　

北
海
道
財
務
局

　
　
　
　
　
　

旭
川
財
務
事
務
所

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
当
日
お
越
し
い
た
だ
け
な

い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
北
海
道

財
務
局
常
設
窓
口
に
お
い
て
、
ご

相
談
を
受
付
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
山
登
り

　
　

体
力
・
技
量
を
考
え
て
〜

　

山
の
雪
解
け
と
と
も
に
登
山
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
山
に
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
登
山
は
十
分
な
装
備
と
ゆ
と
り
の

卯

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
に
！

船
舶
運
航
技
術
を
学
ぶ

シ
ー
マ
ン
・
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
。

多
重
債
務
・
金
融
一
般
無
料

出
張
相
談
会
（
旭
川
会
場
）

の
実
施
に
つ
い
て

夏
山
の
遭
難
防
止

�
�
�
�

�
�
�
�



あ
る
計
画
を
立
て
、
自
分
の
体
力
や

技
量
に
合
わ
せ
た
登
山
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

■
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
最
寄
り

の
警
察
署
や
交
番
、
駐
在
所
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
族
や
職
場
に
も
登
山
計

画
書
の
写
し
を
渡
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

■
経
験
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、

複
数
で
の
登
山
に
努
め
、
単
独
で
の

登
山
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め

に
、
鈴
な
ど
の
音
の
出
る
も
の
を
携

行
し
ま
し
ょ
う
。

■
万
が
一
の
た
め
に
、
携
帯
電
話
な

ど
の
通
信
手
段
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
域
係
〉

〜
薬
物
、
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。〜

　

覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物
を
乱

用
す
る
と
、
身
体
や
精
神
が
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
り
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幻
覚
や
妄
想
に
よ
る
殺
人

事
件
や
、
薬
物
の
購
入
代
金
欲
し
さ

の
た
め
強
盗
事
件
な
ど
を
犯
し
た
り
、

重
大
な
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

り
す
る
な
ど
、
乱
用
者
本
人
の
み
な

ら
ず
、
周
囲
の
人
、
さ
ら
に
は
社
会

全
体
に
対
し
て
も
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

薬
物
の
魔
の
手
は
あ
な
た
の
周
り

に
も
忍
び
寄
っ
て
お
り
、
一
度
だ
け

と
い
う
好
奇
心
や
遊
び
の
つ
も
り
で

も
、
薬
物
の
強
い
依
存
性
に
よ
っ
て
、

自
分
の
意
思
で
は
止
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
合
法
ハ
ー
ブ
」
、
「
お
香
」
、

「
入
浴
剤
」
等
と
称
さ
れ
て
販
売
さ

れ
て
い
る
、
非
合
法
・
脱
法
ド
ラ
ッ

グ
に
つ
い
て
も
、
合
法
と
称
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
麻
薬
成
分
が
混

入
し
て
い
た
り
、
人
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
薬
物
が
含
ま
れ
て
い
る
商
品

が
多
く
、
こ
れ
ら
を
吸
引
し
て
意
識

障
害
や
呼
吸
困
難
を
引
き
起
こ
し
、

救
急
搬
送
さ
れ
る
事
案
が
全
国
各
地

で
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
警
察
で
は
、
薬
物
密
売
組

織
の
壊
滅
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
て
、
覚
醒
剤
等
の

密
輸
入
の
阻
止
、
密
輸
グ
ル
ー
プ
等

の
摘
発
と
組
織
壊
滅
に
全
力
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
内
に
は
野
生
の
大
麻
草

が
自
生
し
て
い
る
地
区
が
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

自
生
大
麻
の
抜
去
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

若
年
層
を
は
じ
め
と
す
る
大
麻
汚

染
の
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、

大
麻
草
の
群
生
地
を
知
っ
て
い
る
方

は
警
察
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
生
活
安
全
係
）

〜
暴
走
行
為
を

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

「
見
に
行
か
な
い
」
〜

　

暴
走
族
は
そ
の
勢
力
や
存
在
を
誇

示
す
る
た
め
、
集
団
で
信
号
無
視
や

蛇
行
運
転
を
繰
り
返
し
、
一
般
ド
ラ

イ
バ
ー
に
著
し
い
危
険
と
迷
惑
を
与

え
る
他
、
爆
音
等
に
よ
り
地
域
住
民

の
平
穏
な
生
活
を
脅
か
し
て
お
り
、

特
に
夏
場
は
暴
走
行
為
を
本
格
的
に

活
発
化
さ
せ
ま
す
。

　

警
察
は
暴
走
族
や
暴
走
行
為
を
根

絶
す
る
た
め
に
強
力
な
取
締
り
を
実

施
中
で
す
が
、
市
民
の
平
穏
な
生
活

を
確
保
す
る
に
は
、
平
素
か
ら
自
治

体
や
町
内
会
及
び
学
校
等
が
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
暴
走
族
の

根
絶
・
追
放
に
向
け
た
気
運
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〜
暴
走
族
を
根
絶
す
る
た
め
に
〜

■
暴
走
を
「
し
な
い
」
、「
さ
せ
な
い
」
、

「
見
に
行
か
な
い
」
と
い
う
三
な
い

運
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
ま
し
ょ

う
。

■
暴
走
行
為
を
見
か
け
た
ら
１
１
０

番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
庭
や
学
校
、
職
場
で
は
、
少
年

が
暴
走
族
に
加
入
し
な
い
よ
う
指
導

し
ま
し
ょ
う
。
〈
交
通
係
〉

（
羽
幌
警
察
署
）

鵜

覚
醒
剤
等
薬
物
乱
用
の
防
止

地
域
ぐ
る
み
の
暴
走
族
の
追
放



窺

１．当面の間、「一般内科午後診療は、休診となります。」
２．内科の予約の無い患者さまの診察は９時からの診察となります。
３．コンタクトレンズの処方は行っていませんので、ご了承ください。
４．８月から泌尿器科の診療日が金曜日(午前中）から木曜日(午前

中）に変更となりますのでご注意ください。

ひ と の う ご き
～平成２５年５月末～

受 付 時 間 等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０
留萌市立 高橋副院長（隔週）
※午前中のみの診療

－－－－－予約－－－－循 環 器 内 科

８：００～１０：３０重原医師予約○－－－－－－－－呼 吸 器 内 科

８：００～１０：３０
留萌市立より
第１～３週（4日・11日・18日）

－－－○－－－－－－総　合　内　科

（診療は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１０：３０
※留萌市立　越湖副院長の
　診療は6月で終了です。

－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（９日・２３日）午前・午後
②月２回木曜日（４日・１８日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大
　　コドモックルより

－－○○－－－－△△

小 児 科 ①第１・２・３月曜日 （１日・８日　日）午前・午後
②毎週木曜日 午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より月２回月曜日（　日・　 日）午前中　※診療日はまだ決まっていません。皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（３日・１７日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１１：００札幌医大より
第２・４金曜日（１２日・２６日）午前中のみ
※8月から第1・3木曜日の午前中に変わります。

泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

◎上記診療予定は変更となることもありますことをご了承ください。

お 誕 生

５／１１　山　本　　　 葵 （　栄　）
あおい

（父：豊　母：初美）

５／２２　水　野　 結 　
ゆ

 依 （初山別）
い

（父：一男　母：洋子）

おくやみ

５／２３　木　村　ハル子

　　　　　　　　　９２歳（千代田）

人口と世帯数
人口 １,３６７人 （△１人）
 男 ６５０人
 女 ７１７人

 世帯数 　６０４世帯 （△３世帯）
（　） は前月比

お 

知 

ら 

せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ
ていただきます。

★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え
ていただき、平日診療時間内に受診されますようご協力願いま
す。（なお、病状などでご心配なことや、受診を希望される場合
は、看護師がご相談を承りますので電話でご相談ください。ご相
談の内容によっては医師と相談し受診の必要性を判断させて
頂きます。）　電話 ０１６４－６２－６０６０

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２５年７月分 外来診療体制】



　初山別村民憲章　　１　体をきたえ、心をみがき明るい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（６／１１～７／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

ＭＲＩ検診

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）
１１昇

６

月

ＭＲＩ検診１２昌

村議会定例会

予防接種
１３昭

１４晶

豊岬稲荷神社祭（宵宮祭り）１５松

豊岬稲荷神社祭（本祭り）１６掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）１７捷

１８昇

１９昌

２０昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２１晶

２２松

２３掌

乳幼児健診２４捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２５昇

広報配布（お知らせ版）

ほしっこくらぶ
２６昌

予防接種２７昭

２８晶

ハーレーダビッドソンMTG　オロロンステージ２０１３２９松

ハーレーダビッドソンMTG　オロロンステージ２０１３３０掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）１捷

７

月

２昇

３昌

４昭

５晶

初山別地区道路一斉清掃日６松

７掌

８捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）９昇

広報しょさんべつ配布（７月号）１０水

要 望 書 を 提 出

ＮＴＴフレッツ光誘致の会

　平成１９年３月から提供されている、

ＡＤＳＬ回線に代わるフレッツ光回線の

整備を希望する住民のため、ＮＴＴ東

日本旭川支店酒井浩一支店長へ要望書

を提出しました。

　また村民有志で設立した「フレッツ

光誘致の会（代表武田弘樹氏）」がとり

まとめた１１５件分の仮申込書も提出さ

れ、早期整備が期待されています。

（５月２３日）

　国民年金基金に加入できるのは、い

ずれの条件も満たしている方です。

　煙２０歳から６０歳未満の方

　煙国民年金保険料を納めている方

　（農業者年金加入者を除く）

　煙道内に住民票のある方

【こんなメリットがあります】

①掛金は全額社会保険料控除となり税

金が軽減されます。

②加入したときの掛金や受取る年金額

は変わりませんので、自分に合わせ

た年金設計ができます。

③保証付に加入した方が保証期間内に

亡くなられた場合、遺族の方に一時

金が支給されます。

詳細は「北海道国民年金基金」

フリーダイヤル ０１２０－６５－４１９２

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

国民年金の上乗せ年金

国 民 年 金 基 金

丑
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